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7箆擦活動
7-1 海外出張・研修
氏名渡航先 年月 g 的(経費の出所)
前JI孝昭 カナダ 1997.5-6 自饗)
伊藤太一
佐藤政良
大井洋
アメリカ合衆密
アメリカ合衆国 1997.5 
台湾 1997.5 
カナダ 1997.6 
広域イエローストーン会議参加(自
自中水利生態、検討会出結(台北市七星濃部水平j会)
第5密密捺木材およびパルプ化学シンポジウムで
探究成果を発表(委任経理金)
栃木紀郎 アメリカ合衆国 1997. 6-7 1 3密霞際木材機械加工セミナーおよび第50屈
カナダ アメリカ合衆愚林産学会への参加，ならびに研究打
富田文一郎 カナダ，米国
足立泰久 プルガルア
佐久間泰一 タイ王国
佐藤政良 タイ王毘
小池正之 タイ王国
異板秀二 タイ王国
ち合わせ(委任経理金)
1997.6 米思林産学会出席と IUFRO基調講演(委任経理金)
1997. 7 毘襟コロイド学会にて fブロックの形成過誼jに関
する研究成果を発表(科研費)
1997. 7 タイ王国メクロンjl流域の持続的管理に隠する研究
(天禄基金)
1997. 7 メクロン)11流域の持続的管理に関する研究現地調査
(天禄基金)および生物資源学類学生研修旅行引率
(私費)
1997.7 メクロンJ1流域の水利用・土地利用調査
(筑大天禄学術石万究基金)
1997. 7 タイ王国メクロン]11流域の持続的管理に関する調査
(天禄学術研究基金)
木村俊範
前J1孝昭
瀧JlI兵弘
佐藤政良
ケニア 1997. 7-8 思際協力事業団短期派遣専門家 (jICA) 
アメリカ合衆国 1997. 自費)
タイ 1997. 7 メクロンJlI流域水利用・山地利用状況調査
ヴェトナム 1997.8 水資源管理に関する調査(委任経理金)
足立泰久 オランダ 1997.8 環境汚染にかかわる界面現象に関する国際会議
スウェーデン (IAP97)出席及び共同研究打ち合せ
(茨城県企業局及び自費)
山口智治 オーストラリア 1997.8-9 文部省短期在外研究員
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山口智治 アメリカ合衆国 1997.9-10農業施設学会海外シンポジウム
木村俊範 フィリピン 1997.9 日本貿易振興会派遣専門家(JETRO)
木村俊範 アメソ:カ合衆国 1997.9-10農業施設学会j毎外シンポジウム(奨学寄F付金)
院多本華夫 アメリカ合衆国 1997.9-10農業施設学会海外シンポジウム
佐竹経顕 アメ 1)カ合衆国 1997.9-10農業施設学会海外シンポジウム
張振翌 アメリカ合衆国 1997.9-10農業施設学会海外シンポジウム
前1孝昭
安部?正雄
伊藤太一
アメリカ合衆国 1997.9-10農業施設学会海外シンポジウム(自費)
オーストラワア 1997.9-10共同研究打ち合わせ及び現地調査
アメリカ合衆国 1997.10 第4図広域イエローストーン生態系科学会議
参加(自費)
大井洋
木村俊範
TAPPIパルプ化会議参加(委任経理金)
自本学術振興会拠点大学方式交流事業
(東京農業大学)
1997.10-11論i専研究者に対する現地研究指導
タイ王国
アメリカ合衆国 1997.10 
1997.10 
小池正之 フィリピン
余田 フィリピン
(日本学術振興会)
1997.10 深層施肥機の開発研究
天国高白 ネパール王国 1997.11 
氷鈎揚四郎 アメリカ合衆国 1997.11 
islUl1真弘 台湾
佐久間泰一 タイ王国
佐藤政良 タイ王国
奨板秀二 タイ王国
小池正之 タイ王国
ネパール河川災害調査(委任経理金)
地域経済の発展，汚染管理会議
1997. 11 毘際シンポジウム IS品仏97
1997.11 タイ王国農村における近代的農業基盤システムの受
容過程に関する研究(科学研究費)
1997.11 タイ王留農村における近代的農業基盤システムの受
容過程に関する調査(国禁学術研究)
1997.11 タイ王国における農業基盤システムに関するカセサ
-12 ート大学との共同研究科研費)
1997.11 タイ王国農村における近代的農業基盤システム調査
(科研費国際学術調査)
氷鈎揚四郎ニュージランド 1997. 12 
木村俊範 バングラデシュ 1997. 12 
木村俊範 インド
第15忠太平洋国際地域学会
国際シンポジウム発表，座長(奨学寄約金)
1997. 12 日本学術振興会E制専支援事業派遣 (JSPS) 
藤村達人 ベトナム 1997.12 
塩沢昌 パキスタン 1997.12 
富田文一郎 オーストラリア 1998. 1 
藤村達人 アメリカ合衆国 1998.1 
木村俊範 フィリピン 1998. 1 
前1孝昭 モロッコ
Plant Biotechnology第2回ワークショップ
農地の塩類集積調査(農業土木学会)
CSIROとの共同研究(委任経理金)
P lant and Animal Genome 6国際会議出席
日本貿易振興会派遣専門家(JETRO)
1998.2 科学技術振興事業団
? ?
?
? ?
?
前JI孝昭 中毘 1998.2 5本学者j援輿会
張援亜 中密 1998.2 中国進湾流域の水質汚染及び水利用に関する授察
木村後範 フランス 1998.2-3 都市における食品容器包装廃棄物の務査
オランダ (受託誹究旅費)
安部征雄 中0 1998.3 百中拠点大学方式による学術交流(学術援興会)
山口智治 中国 1998.3 B中拠点大学方式による学務交流
木村俊範 中国 1998.3 包本学病援輿会拠点大学方式交流事業
(jSPS筑波大学)
前1孝昭 中国 1998.3 科学技術振興事業出
張振藍 中国 1998.3 科学技術援輿事業団
佐藤政良 台湾 1998.3 水管理能力形成に関するシンポジウム出席
(台湾ICID委員会)
佐藤政良 ミャンマー 1998.3 i量殺に関する技術指導 (JICA短期専門家)
安部征雄 オーストラリア 1998.3 共j奇研究存ち合わせ及び現地調査(イヒ学工学会派
遺職員)
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7-2 留学生・招穂研究員等
農学研究科農林工学専攻
氏名(出身国) 学年
安洪套 (韓国) D3 
アモド・サガル D3 
-ダカー jレ
(ネパー jレ)
Doan Doan Tuan 
(ヴェトナム) D4 
Oj柱。， N.O. D3 
(ケニア)
環境科学研究科
氏名(出身国) 学年
翠j 波 (中国 Ml
研究課題 研究指導担当教官
韓思漢江における河畔林植生 天田高白
景観に関する基礎的研究
A Study on Landslide Hazard 天田高白
Mapping and Estimation of 
Sediment Yield in the Kulekhani 
Watershed， Nepal with the 
Application of GIS and Remote 
Sensing 
農業用水の管理に関する研究 多国敦-佐藤政長
豆類の貯蔵に伴う品質変化の追跡 木村俊範
研究課題
北京市における水問題の社会
工学的研究
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研究指導担当教官
天国高白
バイオシステム研究務
氏名(出身国) 学年
アダヒ・ボウトウ M2 
(コートシーポ7-Jし)
関述為(中密) M2 
Islam. M. R. Ml 
(バングラデシュ)
研究課題 研究活導担当教官
タイ王爵メクロンJI上流域における 杉山博信
水文特性
生物系廃棄物のコンポスト化プロセス 木村後範
に関与する微生物叢の追跡
米のパーボイリング技術の改善 木村俊範
招璃研究員等
氏名 所農機関-職名 研究課題-期間 世話教官
τan司，M.A. 8本学徳振興会特別研究員 1997.3-1999.3 
(ニュージーランド)
Subramanian， R. 日本学術振興会5鋲専支援事業 1997.9. -1997. 1 
〈インド) 研究員
木村俊範
木村後範
?
?
? ?
7…3 T.応AEその他
長谷川英夫
AC室員として 1997TASAEの実施と運営に当たった。
公開講座における講演
佐藤政良 線りある水資源-7](と人間，県西生涯学習センタ一 平成9年8月
????
7-4 紛主での講演
1.木村後範
ジョモケニヤツタ農工大学において「食料生産とバイオマス資源寺IJ吊jについての軒別
セミナ一議j哀を行った。 1997.7 
2.木村俊範
タイ王毘コンケン市において関穫された「アグワビジネスと
セミナーで， Conclusion Lectureを行ったo 1997. 10 
3.伊藤太一
Influence of American National Park Idea over Japan's National Park 
h在ovement
τhe Fourth Biennial Scientific Conference on the Greater Yellowstone 
Ecosystem， "People and Place: The Human Experience on Greater 
Yellowstoneヘ1997.10
4.足立泰久
Initial Stage Kinetics of Flocculation with Polyelecrrolyte 
第9密理際コロイド学会.Sofia， Blugaria 1997.7 
5.足立泰久
Dynamics of Flocculation with Polyelectrolyte 
スウェーデン王立紙パルプ研究所.Stockholm， Sweden 1997.8 
も.足立泰久
Structure and Sedimentetion of a Floc 
スウェーデン王立界面化戦庁究所， Stockholm， Sweden 1997. 8 
7.足立泰久
Kinetics of Flocculation and Polymer Adsorption 
Goteberg University， Goteberg， Sweden 1997.8 
8. 木村俊範
に関する際
インド中央食品工学研究所にて食品産業での環境対策と筑波大の概要に関する特別講演
を行った。 1997.12 
9. 木村俊範
Green Aid Plan 1997 Philippinesセミナ-(JETRO-Man i 1 a)で基調講演「日本の農業
・食品産業における排水処理対策技術jを行った。 1998.1 
10.木村俊範
拠点校方式学術交流事業のセミナー(中国 北京大学)において f資源循環系における
廃棄物有効利用技術Jについて講演した。 1998.3
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11.佐藤政良
Masayoshi Satoh: Irrigation Management Participated by Organized Farmers 
in Japan， Seminar on CBET in Taiwan， March， 1998 
12.富田文一郎
Introduction fo Recent Trend of Forest products 
Research in Japan from the Standpoint ofEnvironmental Cares IUFRO Division 5 
conference， Pullman(USA). 
Supplementary proceedings(Keynote Papers) 
????
